
核医学・核工学シンポジウム

インドネシアにおける
医用RI製造技術開発の動向

日時： 2022年1月27日（木）13:30～16:00
場所： Zoomによるオンライン開催
対象： 一般、学生
参加費： 無料

主催： 東京都市大学 原子力システム研究室
日本医用アイソトープ株式会社（NucMed）



プログラム

・開会挨拶 (5分)

高木 直行 氏

東京都市大学 研究教授

・講演１（50分）

「インドネシアの医用RI製造計画と現状」（仮）

Liem Peng Hong 氏

東京都市大学 客員教授

・休憩 （5分）

・講演２（50分）

「放射性診断薬製造技術のインドネシアへの技術供与」（仮）

蓼沼 克嘉 氏

(株)化研 前代表取締役会長

・フリーディスカッション（30分）

「日本の医用RI自給に向けて」（仮）

司会 諸岡 健雄 氏

一般社団法人 日本医用アイソトープ開発準備機構

（JAFMID）業務執行理事

・閉会挨拶 (5分)

川田 裕美 氏

日本医用アイソトープ株式会社 代表取締役社長
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国内の放射性医薬品としての99Mo-99mTcの流通の推移

カナダNRU原子炉トラブル

アイスランド火山噴火

核医学診断で利用件数が最も多いテクネチウム製剤
（放射性医薬品）の原料である放射性同位元素Mo-99
については、我が国はその100%を輸入に依存。

生産国の原子炉の故障、空輸便のトラブル（火山噴火、
パンデミックによる貨物便の減少等）により、世界的な
Mo-99 の供給不足が生じるという問題が度々発生。

出典： 日本アイソトープ協会ホームページ「各種お知らせ」
https://www.jrias.or.jp/products/cat/107.html

医用RI国内供給不安定性の実例
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他、多数のマイナートラブル
による一時的供給停止

公益社団法人日本アイソトープ協会の
ウェブサイトに示されているとおり、近年
における頻回に及ぶ供給制限及び供給
停止にともなう核医学検査の中止又は
延期によって、患者に著しい不利益が発
生しているという現状にある。

https://www.jrias.or.jp/products/cat/107.html


近年の医用RI国内供給量（使用量）

出典： アイソトープ等流通統計2020 日本アイソトープ協会

•SPECTでの各種検査に使用
•核医学診断の約8割を占める

•骨転移のある前立腺癌のα線治療に使用
•2016年認可以降急増
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核医学・核工学シンポジウム
「がんを制する人工核種をつくる」～内用療法向けα放出核生成技術の最前線～

（前半司会：都市大 高木直行）

開会の挨拶 (13:00-13:05)

（金沢大学 医薬保健研究域 教授 絹谷清剛氏）

第一部 α内用療法の現状と期待 (13:05-14:00)

・核医学におけるRI内用療法の現状と展望

（金沢大学 医薬保健研究域 講師 稲木杏吏氏）

・α内用療法への期待

（日本医用アイソトープ株式会社 業務執行理事 諸岡健雄氏）

休憩(14:00-14:05)

第二部 加速器によるα核生成技術 (14:05-15:35)

・加速器法１ 各国の状況と陽子加速器によるAc-225生成

（量子科学技術研究開発機構 量子医科学研究所 部長 東達也氏）

・加速器法２ 電子線形加速器を利用したAc-225の製造

（日立製作所エネルギーイノベーションセンター 田所孝広氏）

・加速器法３ サイクロトロンによるAt-211生成とAc-225輸入計画

（大阪大学 核物理研究センター 教授 福田光宏氏）

休憩(15:35-15:45)

（後半司会：QST 東達也）

第三部 原子炉によるα核生成技術と総合討論 (15:45-16:55)

・原子炉法１ 高速実験炉「常陽」によるAc-225生成

（日本原子力研究開発機構 高速炉照射課 課長 前田茂貴氏）

・原子炉法２ 発電用軽水炉によるAc-225生成

（東京都市大学 原子力安全工学科 教授 高木直行氏）

・総合討論 （発表者、聴講者）

開会の挨拶 (16:55-17:00)

（日本原子力研究開発機構 高速炉研究開発センター

前田誠一郎氏）

【日時】 2021年5月26日（水）13:00-17:00
【共催】 東京都市大学、金沢大学、日本医用アイソトープ（株）、

日本原子力研究開発機構・高速炉研究開発センター
【後援】 標的アイソトープ治療線量評価研究会



RI製造における原子炉の特徴

• ビーム（中性子）束「高」 (∵ Σfφ∝P )

• フルエンス「高」 (∵ 長期サイクル＆稼働率高)

• 照射体積「大」 (∵ 炉心体積大)

• 除熱能力「大」 (∵ 核燃料冷却)

• エネルギー収支「優」 (∵ 自律連鎖発熱反応)
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